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訂
正
版 

上
河
内
中
央
小
学
校
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
五
〇
選 

 
 

「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
取
り
大
会
」
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
そ
の
当
時
の
上
河
内
中
央
小
学
校
の
児
童
と
保
護
者
が
、
創
立
三
十
年 

を
記
念
に
作
り
上
げ
た
カ
ル
タ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
大
会
は
、
読
み
札
の
一
部
に
同
じ
言
葉
が
複
数
枚
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
五
十
枚
に
精
選
し
た
カ
ル
タ
を
使
用
し
て
大
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 


